
東洋陶磁学会 2006年(平成 18 年)度 事業報告 

 

総会 

日 時  平成 18 年 5 月 20日（土）午後１時～ 

会 場  東京国立博物館資料館第一セミナー室 

記念講演 『近代陶芸の歴史―「工芸」と「craft」をめぐって』金子賢治 

 

大会（参加者 127 名） 

日 時  平成 18 年 10 月 6日（金）・7 日（土）・8 日（日） 

会 場  石川県加賀市山代温泉、加賀市文化会館 2 階 201･202 会議室 

テーマ  「九谷焼」 

日 程 

10 月 7 日（土）午後 1 時 30 分～ 

・東洋陶磁学会常任委員長挨拶      伊藤郁太郎 

・加賀市長挨拶             大幸 甚 

・研究発表 

九谷焼について      司会進行 西田宏子（根津美術館）・伊藤嘉章（東京国立博物館） 

 「九谷焼研究の現状と課題」    佐々木達夫（金沢大学） 

 「九谷焼の伝統と創造」       徳田八十吉（陶芸家・人間国宝） 

 「九谷で発掘された色絵窯跡」   垣内光次郎（石川県埋蔵文化財センター） 

 「八幡若杉窯跡の発掘」      藤田邦雄（石川県埋蔵文化財センター） 

 「九谷生産技術の系譜」        野上建紀（有田町歴史民俗資料館） 

 「加賀工芸と九谷焼」        山崎 剛（金沢美術工芸大学） 

 「史料が語る九谷・有田の関係」  伊藤和雅（西南学院大学） 

 「フランス・ジャポニスムと九谷焼」今井祐子（福井大学） 

 「欧米の九谷焼受容」       Nicole Rousmaniere (英国 Sainsbury 研究所） 

・見学会 

 10 月 6 日（金）見学会（貸切バス） 

 石川県埋蔵文化財センター(案内発表：井上喜久男・垣内光次郎)→金沢市埋蔵文化財センター(案内発

表：庄田知充・佐々木花江）で 九谷 A 遺跡・九谷窯跡・八幡若杉窯跡・金沢城下町遺跡出土の九谷焼を見

学 

10 月 8 日（日）見学会（貸切バス） 

須田菁華窯工房・店舗見学（案内：須田菁華）→九谷焼窯跡展示館見学（案内発表：田嶋正和）→→10:40

九谷窯跡 見学（加賀市の蘇梁館、江戸後期の北前船主屋敷で昼食、大聖寺藩主菩提寺実性院見学可能）



→石川県九谷焼美術館「古九谷展」の見学（案内発表：中矢進一）→小松市錦窯跡展示館「初代徳田八十

吉展」（案内発表：宮下幸夫） 

10 月 9 日（月）祝日 

 石川県立美術館・石川県立歴史博物館・金沢市立中村記念館・金沢 21 世紀美術館 

 

研究会 

東日本地区 4 回 

6 月 24 日（土） 1:30pm 三井記念美術館 

1：30～「京焼の名工―永楽保全・和全―」展覧会見学 

3：00～清水 実（三井記念美術館） 「了全、保全と交趾写」 

9 月 2 日（土） 2:00pm 東京国立博物館資料館第一セミナー室 

 三上美和（東京国立近代美術館）  「富本憲吉の古典様式受容と援助者―色絵磁器を中心に―」 

 唐澤昌宏（東京国立近代美術館） 「イギリスの近・現代陶芸（仮称）」 

11 月 4 日（土） 1:30pm 三井記念美術館 

「赤と黒の芸術－樂茶碗－」展覧会見学 

伊藤嘉章（東京国立博物館） 「16 世紀における瀬戸・美濃の茶碗について」 

赤沼多佳（三井記念美術館） 「楽焼の成立期について」 

2007 年 

3 月 18 日（日） 午前 10 時～ 東京国立近代美術館講堂 

「青磁を極める―岡部嶺男」展（東京国立近代美術館工芸館）に併せて 

10：00 開場 

10：30 唐澤昌宏（東京国立近代美術館） 「岡部嶺男の陶芸」 

11：20 髙満津子（岐阜県現代陶芸美術館） 「韓国の現代陶芸」 

13：30 宮永郁恵（東京藝術大学大学院） 「初期ルネッサンスの舗床タイル」 

14：20 14 代今泉今右衛門（陶芸家） 「有田の伝統と自作」 

15：30 8 代清水六兵衛（陶芸家） 「自作について」 

16：20 柳原睦男（陶芸家・大阪芸術大学） 「日本陶芸文化論」 

                      （演題は全て仮題） 

西日本地区 4 回 

6 月 3 日（土） 2:00pm 佐川美術館 

井上英明・中村祐美子（佐川美術館） 「湖林博物館所蔵 李朝陶磁の名品―白磁と粉青沙器―」 

7 月 8 日（土） 1:30pm 大阪市立東洋陶磁美術館 

「出土陶磁器から地域を考える」進行：鈴木重治  

森村健一（堺市立埋蔵文化財センター） 「堺出土陶磁器研究の到達点」  

永田信一（京都市考古資料館） 「京都出土陶磁器研究の到達点」 



10 月 29 日（日） 1:00pm 京都国立博物館 ・講堂 

東洋陶磁学会・歴史土器研究会・京都国立博物館 共催シンポジウム 

「考古学による”京焼”研究の最前線」 

平尾政幸（京都市埋蔵文化財研究所） 「京都出土の軟質施釉陶器―押小路焼とその周辺―」 

佐藤隆（大阪市文化財協会） 「窯と窯道具からみた京焼の技術系譜」 

尾野善裕（京都国立博物館） 「出土品による京焼の編年と伝世品」 

討論会 

2007 年 

1 月 27 日（土） 2:00pm 大阪市立東洋陶磁美術館 弓場紀知（京都橘大学・兵庫陶芸美術館） 

守屋雅史（大阪市立美術館） 「中国・山西省の陶磁」 

 

学会誌 

第 36 号：「十六世紀に栄えた日本の陶磁文化」（第 33 回大会発表を中心に） 

 

会報 

第 59 号：平成 18 年 8 月 31日 発行（考古編） 

第 60 号：平成 18 年 11 月 30 日 発行（総会記念講演編） 

第 61 号：平成 19 年 2 月 28日 発行（大会記念講演編） 

 

常任委員会 

第 1 回：平成 18 年 4 月 26日 於出光美術館 

第 2 回：平成 18 年 5 月 20日 於東京国立博物館 

第 3 回：平成 18 年 10 月 7日 於加賀市文化会館 

第 4 回：平成 19 年 2 月 27日 於出光美術館 

 

編集委員会 

 

会員拡充 

 

その他 

学会誌バックナンバー・『東洋陶磁史―その研究の現在―』配布 

 


